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【改善を要する点】 

№ 種別 内容 

１ 

指摘事項 

○一部の学部及び大学院のカリキュラム・ポリシーについては、中央教育審議

会のガイドラインを踏まえ、学習成果の評価の在り方を明示することが求め

られる。 

現状説明 

認証評価の指摘事項を踏まえ、執行会議において当該指摘に対し速やかに対

応する方針を決定した【根拠資料 1-1】令和６年 12 月開催の情報学部教授会

及び地域情報学研究科委員会においてカリキュラム・ポリシーの改訂案を作成

し、令和７年３月開催の理事会で審議・決定した【根拠資料 1-2,3,4,5,6】そ

の結果、令和７年４月１日付で中央教育審議会のガイドラインに応じた適切な

修正がなされている。 

＜根拠資料＞ 

【1-1】令和６年度第 17 回執行会議議事録 

【1-2】令和６年度第９回情報学部教授会議事録 

【1-3】令和６年度第 10 回研究科委員会議事録 

【1-4】令和６年度第３回理事会議事録 

【1-5】情報学部カリキュラム・ポリシー 

【1-6】地域情報学研究科カリキュラム・ポリシー 

今後の改善方策 ― 

全学的観点に基

づく自己点検結

果 

― 

 

https://www.fukuchiyama.ac.jp/wp-content/uploads/R7_0327_rijikai.pdf
https://www1.g-reiki.net/UnivFukuchiyama/reiki_honbun/u421RG00000201.html
https://www1.g-reiki.net/UnivFukuchiyama/reiki_honbun/u421RG00000271.html


自己点検・評価書 

令和６年度大学機関別認証評価における指摘事項への対応状況 

- 2 - 

 

 

【改善を要する点】 

№ 種別 内容 

２ 

指摘事項 

○学部のアドミッション・ポリシーについては、中央教育審議会のガイドライ

ンを踏まえ、多様な学生を評価できるような入学者選抜の在り方を明示する

ことが求められる。 

現状説明 

認証評価の指摘事項を踏まえ、執行会議において令和８年度入学者選抜から

適用するアドミッション・ポリシーに反映する方針を決定した【根拠資料 2-

1】その後、「学士課程教育改編の方針」（令和６年３月策定）に基づく新たな

アドミッション・ポリシーにおいて、多様な学生を評価できる入学者選抜の在

り方を明示する案を作成し、令和７年３月開催の理事会で審議・決定した【根

拠資料 2-2,3,4,5】決定後は、本学ウェブサイトや学生募集要項への掲載等に

より受験生への周知を行った【根拠資料 2-6】 

＜根拠資料＞ 

【2-1】令和６年度第 17回執行会議議事録 

【2-2】令和６年度第３回理事会議事録 

【2-3】令和７年度第１回執行会議議事録 

【2-4】地域経営学部アドミッション・ポリシー 

【2-5】情報学部アドミッション・ポリシー 

【2-6】令和８年度学生募集要項 

今後の改善方策 ― 

全学的観点に基

づく自己点検結

果 

― 

 

https://www.fukuchiyama.ac.jp/wp-content/uploads/R7_0327_rijikai.pdf
https://www.fukuchiyama.ac.jp/admission/examination/admissionpolicy/
https://www.fukuchiyama.ac.jp/admission/examination/admissionpolicy02/
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【今後の進展が望まれる点】 

№ 種別 内容 

３ 

指摘事項 

○教育研究活動等の自己点検・評価については、学校教育法第 109 条の趣旨

を踏まえ、大学として評価項目を整理し、学長を責任者とする内部質保証の

充実が望まれる。 

現状説明 

令和２～４年度に実施した自己点検・評価においては、その結果を認証評価

へ有機的につなげることを目的として、当時本学が加盟していた大学基準協会

の評価項目を参考に点検項目を設定することで、継続的な自己点検・評価活動

の総合的な状況を認証評価で確認した【根拠資料 3-1,2,3】 

当初設定した点検項目については、令和２～４年度にかけて点検を実施した

ことから、令和５年度には、認証評価機関が定める点検評価ポートフォリオの

様式に基づき、教育・研究、組織運営等を含む大学全体の状況について総合的

な点検作業を行った【根拠資料 3-4】令和６年度は認証評価を受審し、令和７

年度の自己点検・評価では、前年度の認証評価において評価機関から指摘を受

けた事項について、その対応状況や改善方策を点検し、今後の改善に向けた課

題の整理を行った【根拠資料 3-5】 

＜根拠資料＞ 

【3-1】令和２年度自己点検・評価書 

【3-2】令和３年度自己点検・評価書 

【3-3】令和４年度自己点検・評価書 

【3-4】点検評価ポートフォリオ（令和６年度） 

【3-5】令和７年度自己点検・評価実施方針 

今後の改善方策 
令和８年度以降の自己点検・評価においては、評価項目を整理するとともに、

中期的な実施スケジュールを策定の上、継続的に実施する。 

全学的観点に基

づく自己点検結

果 

 内部質保証の方針その他の関連規程に基づき、全学的な取組として自己点

検・評価を適切に実施している。本学の特性に即した評価項目を主体的に設定

し、継続的に実施することで自律的な組織改革・改善のための仕組みとして有

効に活用していきたい。 

 

https://www.fukuchiyama.ac.jp/wp-content/uploads/R2jikotenken-3.pdf
https://www.fukuchiyama.ac.jp/wp-content/uploads/R3jikotenken.pdf
https://www.fukuchiyama.ac.jp/wp-content/uploads/R4_jikotenken.pdf
https://jaque.or.jp/wordpress/wp-content/uploads/2025/05/2024pf14_0508.pdf
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【今後の進展が望まれる点】 

№ 種別 内容 

４ 

指摘事項 

○一部の学部の主要授業科目については、学位のレベルと分野に応じて達成す

べき能力を育成するために必要な科目群という大学設置基準の趣旨を踏ま

え、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーとの整合性を整理し、

見直すことが望まれる。 

現状説明 

 令和８年度の学士課程教育の改編に向けて、ディプロマ・ポリシーとカリキ

ュラム・ポリシーとの対応関係を整理した上で、履修上の中心的な科目につい

て、基盤教育科目においては「地域協働論」「地域協働演習」等８科目を、専

門教育科目においては「地域協働研究」「地域協働プロジェクト」等 12科目を

主要授業科目に設定した【根拠資料 4-1】 

＜根拠資料＞ 

【4-1】地域経営学部_令和８年度カリキュラム 

今後の改善方策 ― 

全学的観点に基

づく自己点検結

果 

― 
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【今後の進展が望まれる点】 

№ 種別 内容 

５ 

指摘事項 

○成績評価については、学習到達目標達成度の評価基準が明確に学生に伝わる

よう、学習者本位の観点から、到達目標を考慮した成績評価基準とすること

が望まれる。 

現状説明 

令和６年８月７日の教務委員会において全学統一の成績評価基準を策定し

た【根拠資料 5-1,2】本基準は令和７年度のシラバスから適用しており、本学

ウェブサイトや「履修の手引き」への掲載により学生に周知している【根拠資

料 5-3】 

＜根拠資料＞ 

【5-1】2024年度第 5回教務委員会議事録 

【5-2】成績評価基準 

【5-3】令和７年度履修の手引き 

今後の改善方策 ― 

全学的観点に基

づく自己点検結

果 

― 
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【今後の進展が望まれる点】 

№ 種別 内容 

６ 

指摘事項 
○学部の３つのポリシーの一貫性・整合性については、全学としての点検・検

証の実施体制を整理し、継続的な点検・検証のさらなる充実が望まれる。 

現状説明 

令和６年度のディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー（以下「両

ポリシー」という。）の変更においては、まず各学部において検討した教育目

標との整合性を踏まえた両ポリシーの改訂案について、学部横断的な観点から

の点検を行うため、教務委員会において両ポリシーの改訂案を審議し、教育課

程全体としての整合性や表現の妥当性等について意見を付した【参考資料 6-

1】これらの意見を学部にフィードバックし、再度確認した上で両ポリシーを

変更するプロセスを採用することで、学部単位と全学的観点の双方から一貫性

を点検できる体制とした【参考資料 6-2，3】 

また、令和８年度から適用する地域経営学部及び情報学部における三つのポ

リシーの策定においては、「学士課程教育改編の方針」に定める二つの教育目

標を柱とした大学全体のポリシーを新たに策定し、教育目標の具体化や学修成

果との対応関係を踏まえ、大学全体のポリシーとの整合性や、ディプロマ・ポ

リシー、カリキュラム・ポリシー相互の一貫性が確保されているかを点検した

上で整理・確定する体制とした【参考資料 6-4】 

＜根拠資料＞ 

【6-1】2023年度第４回教務委員会議事録 

【6-2】2023年度第８回地域経営学部教授会議事録 

【6-3】2023年度第５回情報学部教授会議事録 

【6-4】大学全体及び両学部の三つのポリシー 

今後の改善方策 

令和６年度から開始しているカリキュラム及び令和８年から開始予定のカ

リキュラムについては、令和８年４月から発足予定の全学教育企画室において

３ポリシーの一貫性・統合性を点検・検証し、必要な改善策を策定することと

している。全学教育企画室は、学務担当副学長（室長）、地域経営学部、情報

学部、基盤教育院の教員、教学 IR委員会の委員長から構成され、委員から提

供される教学に関するデータに基づいて、学部ごとの３ポリシーの一貫性・統

合性だけでなく、全学ポリシーと学部ポリシーとの整合性についても、継続的

に点検・検証し、改善に向けた提案を執行会議に対して行う。 

https://www.fukuchiyama.ac.jp/news/41056/
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全学的観点に基

づく自己点検結

果 

 ３つのポリシーの一貫性・整合性を確保するためには、大学全体、学位プロ

グラム、授業科目の各レベルにおいてアセスメントを一体的かつ体系的に実施

する必要がある。その実効性を担保する観点から、全学的な教学マネジメント

体制を確立し、継続的に検証・改善を行うことが求められる。 
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【今後の進展が望まれる点】 

№ 種別 内容 

７ 

指摘事項 

○学習成果については、学習者本位の観点から GPA（Grade Point Average)、

外部アセスメントテストの活用を踏まえた分析・検証等、学習成果の把握・

可視化、教育改善につなげる取組みをさらに充実させることが望まれる。 

現状説明 

令和６年度にアセスメント・ポリシーを制定し、令和６年度入学生の令和６

年度の学修状況について、科目毎の履修率や修得率、成績分布を集計し、同ポ

リシーに基づくアセスメントチェックリストを用いたアセスメントを開始し

た【参考資料 7-1,2】 

アセスメントの実施体制は、大学全体レベル、学部・学科レベル、科目レベ

ルの３段階に区分し、学部・学科レベルでは、学部・学科毎に選抜試験結果、

入学前アンケート、ディプロマ・ポリシーの関連科目の履修状況及び成績分布

並びに GPA 及び修得単位数の分析並びに外部アセスメントテストの結果につ

いての総合評価を行い、改善点を整理した。外部アセスメントテストについて

は、全学生を対象に入学時に実施した PROG テストの結果を踏まえ、ジェネリ

ックスキル（リテラシー、コンピテンシー）を把握した。 

大学全体レベルでは、学部・学科単位ではなく大学全体で同様の評価を行っ

た。科目レベルについても、科目毎に履修登録状況（履修者の属性）、成績分

布、授業評価アンケートに基づく学生の学修状況（学修時間等）を確認した【参

考資料 7-3】 

＜根拠資料＞ 

【7-1】福知山公立大学アセスメント・ポリシー 

【7-2】アセスメントチェックリスト 

【7-3】令和７年度アセスメント報告書 

今後の改善方策 

令和７年度は全学レベルのアセスメントについて、暫定的に教務委員会で実

施したが、全学的な教育改善につなげるために、令和８年度から新たに全学教

育企画室を設置し、教学 IR 委員会で集計・可視化したデータを基に教育改善

に向けた取組を実施する予定である。 

全学的観点に基

づく自己点検結

果 

IR 委員会においてデータを収集・蓄積し、その結果をアセスメントへとつ

なげる体制を整備するなど、取組は着実に進展している。また、令和８年度か

らは教学関連組織の取組を全学的な視点から企画・調整する組織として全学教

育企画室を設置するなど、教学マネジメント推進体制の強化が図られている。 

 

https://www1.g-reiki.net/UnivFukuchiyama/reiki_honbun/u421RG00000244.html
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【今後の進展が望まれる点】 

№ 種別 内容 

８ 

指摘事項 

○教務委員会を中心とする授業の質向上に向けた取組みについては、FD 委員

会、IR 委員会等の組織間の連携を強化し、ファカルティ・ディベロップメ

ント（FD）活動を一層充実することが望まれる。 

現状説明 

指摘事項「教育の質向上に向けた取組み」について、令和７年度の FD 委員

会活動を以下に示す【根拠資料 8-1】 

①第１回 FD合同研修（大学コンソーシアム京都主催、６月４日実施） 

「明日の自分を軽くする：大学教職員のための心の整え方と Z 世代との付き

合い方」 

②第２回 FD合同研修（大学コンソーシアム京都主催、７月２日実施） 

「科研費獲得のための申請書作成術〜コツと戦略を学ぶ〜」 

③第３回 FD合同研修（大学コンソーシアム京都主催、９月 26日実施） 

「隣のゼミはどんなゼミ？」 

④FD学内研修会（10月 22日実施） 

神戸市会議員伊藤めぐみ氏「地域課題への取り組み、めぐみ豊かな街つくり

を目指して」 

⑤科学研究費助成事業（科研費）に関する学内説明会（11月 18日実施） 

 独立行政法人日本学術振興会から講師を招聘 

⑥研究倫理に関する FD（12月１日実施） 

 

令和７年度の活動のうち、①は教育の質向上と間接的な関連性を有するが、

直接的に教育の質向上を目的とした取組は年間の実施計画において挙げられ

ておらず、次年度に向けての課題であると認識している。 

＜根拠資料＞ 

【8-1】令和７年度 FD研修実績 

今後の改善方策 

・現状の問題点についてコンプライアンスグループで共有し、令和８年度は教

育の質向上に向けた取組を計画、予算化し、年に１回以上実施する。 

・上記に加えて、令和８年度からは全学教育企画室、教学 IR 委員会等との組

織間の連携を強化し、計画を遂行する。 

全学的観点に基

づく自己点検結

果 

 令和８年度から適用する新たな教育目標の達成に向けて、全学教育企画室が

示す方針のもと、実際に教育を改善する活動として効果的な FD 研修を実施す

ることが求められる。 
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○福知山公立大学自己点検・評価実施要領 

（趣旨） 

第１条 福知山公立大学学則第２条第１項及び福知山公立大学大学院学則第２条の規定に

基づく福知山公立大学（以下「本学」という。）が行う自己点検・評価を適切に行うた

めに必要な事項を定めるものとする。 

（自己点検・評価の目的） 

第２条 本学の教育研究及び地域貢献、組織及び運営並びに施設及び設備（以下「教育研

究活動等」という。）の状況について自ら点検・評価を行い、教育研究及び地域貢献活

動の向上を図り、本学の理念及び目的の達成に寄与する。 

（自己点検・評価の基本方針） 

第３条 自己点検・評価は、次の基本方針により行うものとする。 

(1) 教育研究及び地域貢献活動の向上・改善に資すること 

(2) 学部及び研究科の特性を活かした特色ある教育研究（強みや魅力）の向上の視点で

取り組むこと 

(3) エビデンスに基づいて自己点検・評価を実施すること 

（自己点検・評価の実施内容） 

第４条 自己点検・評価は、教育研究活動等に係る事項とする。 

（評価期間） 

第５条 自己点検・評価は、原則として１年間を単位として実施する。 

（自己点検・評価の実施単位） 

第６条 本学の自己点検・評価の実施単位は、次のとおりとする。 

(1) 全学的に実施する点検・評価 

企画・評価委員会は、評価期間ごとに全学的な観点から点検・評価を実施する。 

(2) 部局等（学部、研究科、委員会、附属機関、事務局等をいう。以下同じ。）の自己

点検・評価 

部局等は、毎年度企画・評価委員会が指定する事項及び部局等が独自に定める事項

について、自己点検・評価を実施する。 

（自己点検・評価書の作成と公表） 

第７条 企画・評価委員会は、自己点検・評価書を作成し、学長に報告する。 

２ 本学の自己点検・評価の結果は、ホームページに公表する。 

（要領の改廃） 
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第８条 この要領の改廃は、企画・評価委員会の議を経て学長が行う。 

附 則 

この要領は、令和２年12月18日から施行する。 

この要領は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則（令和６年４月１日） 

この要領は、令和６年４月１日から施行する。 

 


